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平成 26年度第 4回日野市入札及び契約等監視委員会議事概要 

 

開催日時場所 
平成 27年 2月 20日（金） 午前 10時 00分～午前 11時 30分 

日野市役所 5階 507会議室 

出席委員 

委員長 西浦 定継（明星大学理工学部教授） 

委 員 濱中 大輔（税理士 星野・濱中会計事務所） 

委 員 山下 太郎（弁護士 日野市民法律事務所） 

議事次第 

１． 開会 

２．審議事項 

（１）抽出案件について（平成 26年 11月 1日から平成 27年 1月 31日までの総務課契

約締結分） 

３．その他 

（１）特命随意契約の理由の妥当性について 

４．閉会 

質問・意見 回答 

２（１）抽出案件について 

・抽出方法等の説明を事務局に求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○工事について 

・「長山団地市営住宅給水管改修工事」に

ついて、自治会に対する説明に予定より

時間がかかったとのことだが、何か問題

があったのか。 

 

 

 

 

 

 

・今回の審査対象期間は、平成 26年 11月

1日から平成 27年 1月 31日までとなっ

ています。 

 この間に総務課で契約締結した案件の

総数は 180件です。前年度同時期と比較

すると大幅な減となっていますが、一昨

年度と比較するとほぼ同数のため、昨年

度が多かったのではと考えられます。 

 

 

・本件は、市営長山団地の給水管の工事に

なります。 

・特に問題があったわけではなく、丁寧に

説明を行ったため時間を要したようで

す。建物が老朽化しており説明の際には

単に工事の件にとどまらず今後建物を

どうしていくかという点についても説

明することがあり、時間を要したようで

す。 
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・「日野市立さくら第二学童クラブ増築工

事」について、金額的なものや工法など

で難しい面があったということか。 

 

○修繕について 

・「日野市立八ヶ岳高原大成荘浴室機械設

備及びボイラー修繕」について、古い物

件で図面がない場合はどのように対応

をするのか。 

 

・今回のように、仕様内容や図面等に不備

があるといったことはよく起こりうる

のか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・施設というものは年月が経過すれば老朽

化するのは当然なので、計画的に処理をす

るようにスケジュールを立てれば今回の

ようなことは起こらないのではないか 

 

○委託について 

・落札率が低い案件については、契約締結

後も適切に業務が履行されているのかし

っかりとチェックをしていただきたい 

 

・「ウォーキングサイン作成設置業務委託」

について、今後同様の業務を行う際には今

回の落札額が基準となるのか 

 

・最近建てられた住宅が近くにあるため、

近隣住民の生活に支障がないよう配慮

する必要があったと思われます。 

 

 

・本件は、老朽化した浴室機械設備の更新、

ボイラー本体部品の取り替え修繕です。

古い物件で図面がないような場合には

現場確認をしてもらいます。 

 

・今回の件は、山梨県の大成荘ということ

で例外的な案件だと思います。普段であ

れば、修繕場所は市内の施設であること

から主に市内業者に参考見積を徴する

ことが多いので、ある程度しっかりとし

た図面ができると考えています。 

 また、図面に関しては、修繕などを行っ

た際に新たに作成した図面が施設全体

の図面に反映されていないということ

はあるかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・しっかりとチェックをしていきます。 

 

 

 

・今回の業務完了後、担当課として成果品

が適切なものであったかなどの検討をし

たうえで、問題がなければ今回の額が基準
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になると思います。 

３ 特命随意契約の理由の妥当性につい

て 

・「職員採用試験基礎能力試験問題集作成

及び採点業務委託」について、企画競争

ではなく、価格も検討項目に入れるのは

趣旨にそぐわないのではないか。企画面

での競争か、価格での競争かどちらかに

寄せたほうが良いのではないか 

 

・価格の上限はあるのか 

 

・「日野市メール配信サービス業務委託」

について、当該事業者でないと業務を実

施できないとのことだが、様々な技術が

進化している現在の状況からすると、他

の業者で本当に実施できないのかしっ

かりと検証する必要があるのでは 

 

・緊急により競争入札に付することができ

ない、ということで随意契約を行っている

案件については、その緊急性から見ても仕

方がないと思う。大雪の時などはどのよう

に対応しているのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・価格の上限はあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・道路に関しては、市内業者と協定を締結

しています。実際に事案が発生した場合

は、緊急ということで随意契約をしていま

す。 

 


